
＜クラブ評価＞

No 項目 内容

1 育成支援
子どもが進んでクラブに来られるように児童の居場所作りに努めて
いる。

2
配慮を要する子どもへの
対応

関係機関と連携し、個々の児童に応じた対応をするように研鑽を
積み、努めている。

3 運営体制
労働環境の整備を行い、安定した雇用を保っている。物価の上
昇、最低賃金の上昇による賃上げを行っている。

4
学校及び地域・保護者との
連携

運営委員会や保護者会なども開催、児童の地域交流も行い連携
に努めている。

施設及び設備・衛生管理
及び安全対策

職員に対し、児童の熱中症対策研修を行ったり、また、児童に対し
ても、専門の方にお越し頂き熱中症対策の指導を行っていただくな
ど、児童自身にも働きかける安全対策を行っている。

訓練実施回数  13回

質の向上
クラブへ講師の先生をお招きし、児童向け、職員向けの各種講座
を開き、児童が安心して過ごせるよう工夫している。

1人当り研修参加回数 3.4回

青少年の健全育成に向け
た取り組み

前年度に比べ、コロナ以前の活動の感覚が戻ってきて、落ち着い
た活動と取り組みを
行うことが出来た。

フローラルこまつ推進団体  ○

ボランティア活動実施回数  1回
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